
○実験Ⅱ-1 水温を変化させる 

〈方法〉走らせる直前の温度を変化させる。《水：片栗粉＝100:120》

〈結果〉温度を上げるにしたがって、D の値は大きくなった。

〈考察〉 水の動粘度の２乗と

ダイラタンシー係数の積（右

図縦軸）は温度に対して一定

の値を示した。 

ダイラタンシー係数は動粘度

の二乗に反比例していると考

えられる。 

○実験Ⅱ-2 粉末の量を変化させる 

〈方法〉片栗粉の量を 120,130g で変化させる。《水 100[g]》 

〈結果〉この条件下では有意差はなかった。 
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○はじめに

ダイラタンシー現象とは、粉末粒子と液体の混合物であ

るダイラタント流体に対し、ゆっくりとした外力を加えた

ときは液体のように振る舞うが、急激な外力を加えたとき

は固体の様に振る舞う現象である。ダイラタンシー流体に

対し一定の力を加えた時に生じる振動とその周期に着目

し、ダイラタンシー現象の定量化を図った。 

今後の課題 

実験Ⅱ-2で変化しなかった理由を調べる。 

ダイラタンシー係数を変化させる要因について調べる。
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○実験Ⅰ-1 総質量を変化させず、mb を変化させる

〈方法〉おもりＢの重さを 100,150,200[g]に変化させる 

    《水：片栗粉＝80[g]：100[g]》 

〈結果〉周期は変化しなかった。

○実験Ⅰ-2 総質量（M）を変化させる 

〈方法〉総質量を 100,350,600[g]に変化させる。 

     《水：片栗粉＝100[g]：120[g]》

〈結果〉M を大きくすると周期は大きくなった。 

D の値に有意差はなかった。 

○実験方法 

速度センサーを用いて

台車の速度を測定 
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単振動をしている 

y = 51.355x - 235.78
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運動方程式 

y = -0.0057x + 0.2983
R² = 0.8766
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〈まとめ〉ダイラタンシー係数は動粘度の二乗に反比例する。

実験条件の範囲内では粉末の量によって変化しない。

〈まとめ〉ダイラタンシー係数は特定の条件下において

固有の数値を示す。
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実験の結果 

X

�����：速度に比例する抵抗力 

���：���×�からの変位に比例する定数

���×�

M：総質量（ma+mb+mc）

運動方程式より単振

動の周期 T を計算す

ることができる。 

以後��を D と呼ぶ 

D 

ma [kg]

mb [kg]

mc [kg]

P-値 0.125136 

P-値 0.796053 
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